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AICカンファレンス 2024実行委員長挨拶 

文明の発展は、人類の知的好奇心や探究心が原動力です。理想を追求する熱意と言い換えてもいいでしょ

う。10年ほど前から人工知能(Artificial Intelligence: AI)の発展が世界的に注目されるようになり、慶

應義塾には AIに知的好奇心を持つ塾生が増えていました。しかも理系に限らず、文系にも同時多発的に増

加していました。そのように全塾に散在する塾生達に学習の機会を提供し、学部や研究科の隔たりを超えて

互いに教え合い学び合うコミュニティを形成するために、私たちは 2019年度に AICを発足いたしました。 

2年ほど前からは、生成 AI(Generative AI)が爆発的に発展し始めています。あまりにも技術的な発展が

速すぎて、社会的受容が追いついていません。著作権をはじめとする各種法整備が必要なことはもちろんの

こと、人の心に与える影響など様々な観点からの懸念を検証したり、悪影響を払拭するための仕組みを整え

たりすることも必要でしょう。このように生成 AIを取り巻く喫緊の課題を鑑み、AICカンファレンス 2024

では生成 AIに関連した研究をされている塾内教員を集結して、様々な視点から議論が行える機会を提供す

ることにいたしました。様々な学部・研究科の教員と共通の話題について議論できる機会は大変貴重です。

ぜひ、人類と生成 AIとの付き合い方の理想を追求してください。 

ポスターセッションには昨年度と同様に塾生からの発表を募集し、10件の研究を発表して頂けることに

なりました。AIや高度なプログラミングという興味の対象を共有する塾生が、学部・研究科や学年の隔た

りを超えて集結する機会も貴重です。カンファレンスが終わってからも、連絡を取り合えるような仲間をぜ

ひ見つけてください。カンファレンスに参加するすべての方が、有意義な時間を共有し、学びあえることを

楽しみにしております。 
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